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～巻頭言～ 

神に造られたものの尊厳 
  
 
 

 
 
 

 

今日は生えていて、明日は炉に投げ込まれる野の草でさえ、神はこのように装ってくださる。 

（マタイ 6章 30節） 

 

12 年ぶりの友人と語り合いました。途中「道を間違えた」と思いながらも困難な境遇を

精一杯生きてきた彼女は、今、神様の深いご計画と導きを悟り脱帽して、平安な優しさを湛

えていました。私はある詩を思い出していました。 

自主決定にあらずして／たまわった ／いのちの泉の重さを／みんな湛
たた

えている  

島崎光正さん（1919年～2000年）が、77歳の時に当事者として脊椎二分国際シンポ

ジウムに招かれ、締めくくりにドイツで発表された詩です。“自主決定にあらずして”、身体

的、家庭的不遇さ、孤独を負われた島崎さんは、途中、運命や不条理を嘆き呪う時もあった

のではと思うのですが、信仰と詩作、愛に出会われ、歪まれることなく、全てを“たまわった

もの”、“いのちの泉の重さ”、“みんなが湛えているもの”として、神様に造られた一人一人

の尊厳を歌い上げられました。 

そこに至るまでには、どれほどの道程があったことでしょうか。島崎さんの人生を想う

時、私達の心も最初は辛く痛みます。しかし時や年齢や経験を経るごとに、島崎さんの詩や

思いに深い味わいと真実を感じ、私達にも希望と平安が響いてくるのです。イエス様がなぜ

「空の鳥、野の花を見よ、思い煩うな」と約束されたのか、次第に腑に落ちてくるのではない

でしょうか。   

                                        牧師  大月 康子 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

証し    “ヘルマンハープ”   E. A師 

初めてご覧になることと思います。これはヘルマンハープというバリアフリ

ーの楽器です。ヘルマンハープはドイツ・バイエルン州の農場主・ヘルマン・

フェー氏によって１９８７年にダウン症の息子のために開発されたドイツ製ハ

ンドメイドの弦楽器です。 

ダウン症の息子アンドレアスさんは視力が弱く、強い光や大きな音は苦

手、手の指は太く素早い動きは困難です。思うように発語はできないけれど

「音楽」が大好き。「歌いたい」「音楽に合わせて踊りたい！」。（裏面へ続く） 

 

 

 



（表面から続く）ヘルマンさんは「アンドレアスが楽器を弾くことができれば、どんなに

喜ぶだろう」と思い工夫を重ね、ヘルマンハープの楽譜のシステムを考案します。

そして、この楽譜を使った演奏システムと、アンドレアスさんの身体の特徴に合った

新しい楽器「ヘルマンハープ」を開発しました。音色をお聞きください。 

♬～新聖歌２３３番「驚くばかりの」アメージンググレース～ 

 ２００３年３月、梶原千沙都氏がドイツの介護見本市で、日本人として初めてヘル

マンハープと出会います。２００４年梶原氏は楽器の開発者のご一家から日本でのヘルマンハープの普及を一任さ

れ、日本ヘルマンハープ振興会をスタート。 

 ヘルマンハープの音に触れます時、サウルとダビデの記事が思い出されます。サウルは３０００年程前、イスラエ

ル王国の初代の王、美しい若者で勇敢で謙虚でした。が、やがて、主の霊はサウルを離れ、『神から出る悪霊がサ

ウルに臨む時、ダビデは琴をとり、手でそれをひくとサウルは気が静まり良くなって、悪霊は彼を離れた。』 

♬～賛美歌第二２１６番「みつかい歌いて」グリーンスリーブス～ 

 私は新聞の福祉欄の記事で初めてヘルマンハープを知り、穏やかで優しい音色に一瞬

で魅了されました。 

 梶原会長先生のご長女は「キリスト様は馬小屋で生まれたでしょう？ ヘルマンハープ

はヘルマンさんの農場で生まれたんだよ。ヘルマンハープってなにか神聖な感じがするよ

ね。キリスト様もヘルマンハープも、大切なものは立派な宮殿とかそういうところではなくて、

馬小屋だとか農場だとか、きっとそういうなんでもないところで生まれるんだよ。」  

ヘルマンハープとの出会いと、この聖日にご紹介できたことを感謝しております。 

♬～新聖歌３３０番「幸い薄く見ゆる日に」ロンドンデリーの歌～ 

（２０２４年１２月２９日の礼拝にて、証しと３曲演奏くださいました。）   

 
 
元旦礼拝２０２５ ～皆さんとご一緒に新年をスタートできました～ 

1 月 1 日（祝）午前 11 時より元旦礼拝が行なわれました。久しぶりの方、初めての方を含め 24 名

の皆さまと共に、「イエス・キリストの 2025 年」の始まりを、礼拝によってスタートできる幸いな時を過

ごすことができました。 
 元旦礼拝は、K.Nさんのパ

イプオルガンの前奏、大月

康子師による司式によっ

て、厳粛でありつつ、イエス

様からの親しく恵みに満ち

た語りかけに満たされたひ

と時でした。大月師による

説教「軛あっての憩いと平

安」（マタイ 11:28～31）

によって、よく知られた聖

書箇所が、より深く広く新

しく味わえた心地がしまし

た。 

 礼拝後は、恒例の全員自

己紹介と集合写真で「今年

もどうぞよろしく」のひと

ときでした。  
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